
今月の主な内容

●確定申告…3 ●区長さん・農会長さん…4～5 ●タウントピックス…8 ●タウンインフォメーション…12

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

▲大阪国際女子マラソンで初マラソン世界2位のタイムで3位入賞した坂本直子選手（天満屋・西宮市出身）と
楽しそうに走る小学生たち

2月2日（日）、兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会と同時に北播小学生ロードレースカーニバルが開催されました。

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会（2ページ）
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２００３年２月号（No.４６３）

有力選手が競った女子1区のスタート

特特　　集集
県郡市区対抗
駅伝競走大会

兵
庫
県
郡
市
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

―
加
西
市
は
男
女
共
13
位
と
健
闘
―

加
西
市
15
回
大
会
・
市
制
35
周
年
記
念
大
会

加西市チームメンバー表

男子

大西　亮輔（西　南）1区

細見　幸司（播磨農高）2区

吉田　博信（殿　原）3区

山端　良尚（西高室）4区

岡本　賢介（田　谷）5区

宮永　大亮（吉　野）6区

望月　　証（朝　妻）7区

女子

三宅　　慶（中　野）1区

三宅　裕子（中　野）2区

石野　麻奈（西谷東）3区

中川　佳奈（上野田）4区

高見早起子（池　上）5区

加
西
市
に
「
駅
伝
王
国
・
兵
庫
」

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
勢
揃
い
。

沿
道
に
は
た
く
さ
ん
の
観
衆
が
、

県
内
各
地
か
ら
つ
め
か
け
、
郷
土

愛
を
つ
な
ぐ
た
す
き
リ
レ
ー
に
温

か
い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

加
西
市
チ
ー
ム
も
、
地
元
の
大

き
な
応
援
に
応
え
よ
う
と
力
走
。

男
子
１
区
大
西
選
手
の
区

間
総
合
５
位
と
い
う
好
走

や
、
女
子
３
区
石
野
選
手

の
４
人
抜
き
な
ど
選
手
全

員
が
力
を
出
し
き
り
、
男

女
と
も
総
合
13
位
（
女
子

は
２
部
２
位
）
と
前
回
を

上
回
る
成
績
を
お
さ
め
ま

し
た
。

沿
道
に
は
市
内
企
業
の

「
駅
伝
王
国
」　
兵
庫
県　
の　
郡
市
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会　
が　
、　
2
月

2
日

（　日　）　
、　
市
役
所
前　
を　
出
発
・
中
継
・
ゴ　
ー　
ル　
地
点　
と　
し　
て　
、　
男
子

は
42
・
1
9
5
km
、　
女
子
は
そ
の
半
分
の　
コ　
ー　
ス　
で　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。

総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績総　合　成　績

順位 チーム タイム

1°10′42″1 西宮市

1°12′56″2 小野市

1°13′13″3 加古川市

1°17′42″13 加西市

女　子 男　子

順位 チーム タイム

2°09′37″1 姫路市

2°10′17″2 加古川市

2°11′00″3 北　区

2°14′19″13 加西市

表彰台にのぼる加西市女子チーム

市制3 5周年を記念して徳島県の男女代表チ
ーム（ともに美馬郡）を招待。男子は2 5位、
女子12位と健脚を披露されました。

協
力
で
色
鮮
や
か
な
の
ぼ
り
が
並

び
、
市
内
児
童
手
作
り
の
小
旗
が

配
ら
れ
、
会
場
で
は
市
連
合
婦
人

会
、
Ｊ
Ａ
女
性
会
、
い
ず
み
会
の

皆
さ
ん
に
よ
っ
て
ぜ
ん
ざ
い
や
甘

酒
が
選
手
ら
に
ふ
る
ま
わ
れ
、
大

会
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

す
っ
か
り
冬
の
風
物
詩
と
し
て
定

着
し
て
き
た
こ
の
大
会
、
さ
ら
に

５
年
間
の
加
西
市
で
の
開
催
も
決

ま
り
ま
し
た
。

※８頁に関連記事
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3

給
与
所
得
以
外
に
次
の
よ
う
な

所
得
が
あ
る
方
は
、
申
告
の
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
昨
年

一
年
間
の
収
入
を
も
う
一
度
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

●
農
地
や
空
き
地
を
駐
車
場
に
貸

し
た
と
き
の
収
入
。
ア
パ
ー
ト

や
貸
間
の
収
入
（
不
動
産
所
得
）

●
土
地
や
建
物
等
を
売
っ
た
収
入

（
譲
渡
所
得
）

●
生
命
保
険
契
約
等
の
一
時
金

（
一
時
所
得
）

【
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告
】

次
の
よ
う
な
場
合
は
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
給
与
を
一
カ
所
か
ら
受
け
て
い

る
方
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
合
計
金
額
が
20
万
円

を
超
え
る
場
合
（
た
だ
し
20
万

円
以
下
の
場
合
で
も
市
県
民
税

の
申
告
が
必
要
）

●
平
成
14
年
中
の
給
与
の
収
入
金

額
が
２
千
万
円
を
超
え
る
場
合

※
源
泉
徴
収　
さ　
れ　
て　
い　
る　
方　
で　
医
療

費
控
除
、　
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除　
な　
ど　
の　
申
告　
を　
さ　
れ　
ま　
す　
と　

所
得
税　
が　
還
付
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
申
告
書
の
書
き
方

な
ど
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

れ
ば
、
税
務
署
又
は
市
の
申
告

会
場
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※　〔
農
業
所
得
の
申
告
〕

黒
豆
・
ぶ
ど
う
・
い
ち
ご
等

の
特
殊
田
畑
作
物
を
作
ら
れ
て

い
る
方
は
、
所
得
標
準
が
な
く

な
り
ま
し
た
の
で
、
出
荷
伝

票
・
領
収
書
等
を
も
と
に
実
際

の
収
入
か
ら
必
要
経
費
を
差
し

引
い
て
所
得
を
算
出
す
る
収
支

計
算
に
よ
り
申
告
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
先

社
税
務
署
個
人
課
税
部
門

（
電
話
０
７
９
５
―
42
―
０
２
２
３
）

平
成
15
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
り
前
年
中
に
所
得

が
あ
っ
た
方
（
確
定
申
告
を
す
る

方
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
で
確
定
申

告
の
必
要
が
な
い
方
を
除
く
）
は

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

特
に
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

の
方
は
、
所
得
に
よ
っ
て
保
険
税

が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
申
告
書
は
３
月
17
日

（月）
ま
で

に
、
申
告
会
場
ま
た
は
市
税
務
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

市
役
所
税
務
課

（
電
話
42
―
８
７
１
２
）

所

得

税

市

県
民
税

◆申告に必ず持ってくるもの◆
①所得税または市県民税の申告書

（用紙が送付された方）
②源泉徴収票
（給与所得、年金所得がある方）

③所得の計算に必要な帳簿書類
④生命保険、損害保険等の支払証

明書、その他領収書
⑤印鑑（認印で可）
⑥通知があった方は通知書
※新たに振替納税を希望される方

は、金融機関名、預金の種類、
口座番号、通帳使用印も準備し
てください。

◆農業所得の申告に必要なもの◆
①平成1 4年中に大型農機具（3 0万円

以上）を購入した方は購入証明書
②カントリーの利用料および苗の

購入証明書
③近代化資金等の利息支払証明書
④加古川西部土地改良区事業負担

金（管理費含む）の領収書
⑤土地改良事業負担金の領収書
⑥米需給調整・需要拡大基金拠出

金の通知書
※黒豆、ぶどう、いちご等の特殊

田畑を作られている方は収支計
算となりますので、出荷伝票・
領収書等をご持参下さい。

※国民年金の保険料は、平成14年
度以降、収納事務が市から国

（社会保険事務所）へ移管して
います。納付額については領収
書等でご確認願います。

平平成成 1155年年度度 市市県県民民 税税申申 告告（（平平成成11 44年年 分分確確定定申申告告））相相談談日日程程表表
区　　　分

申　告　相　談

所得税確定申告相談
（三者共同申告相談）

社税務署・社県税事務所・加西市

税理士等による
無料相談

（所得税確定申告相談）

税理士会・納税協会

納貯連合会

商工会議所・商工会

月　　日

2月17日（月）
～

3月17日（月）

土曜・日曜日

は除く

2月21日（金）

2月25日（火）

2月26日（水）

2月24日（月）

2月25日（火）

2月26日（水）

3月 5日（水）

3月 6日（木）

3月 7日（金）

場　　所

加西市民会館

コミュニティ

センター

3階小ホール

電話43-2348

時　間

9：00～　

16：00

9：30～

16：00

9：30～

16：00

対 象 者

申告の必要

な人

対象者には、

ハガキで通

知します。

加西市民会館

コミュニティ

センター

3階遊戯室

商工会議所

3階

大会議室

電話42-0416

税務署職員等が申告相談に応じます。
※事業（営業）所得のある方は、なる
べく、この期間に申告に来てください。

税理士等が申告相談に応じます。
ハガキで通知のない人でも確定
申告の相談に応じます。
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北北
条条
地地
区区

福
　
吉
　
町

毛
　
利
　
純
一
郎

本
　
　
　
町

後
　
藤
　
　
　
敬

南
　
　
　
町

後
　
藤
　
篤
　
彌

駅
　
前
　
町

未
定

御
　
旅
　
町

松
　
村
　
　
　
勲

御
　
幸
　
町

三
　
枝
　
種
　
男

笠
　
屋
　
町

原
　
田
　
　
　
工

宮
　
前
　
町

大
　
西
　
重
　
朗

江
ノ
木
町

山
　
田
　
耕
　
造

住
　
屋
　
町

畑
　
田
　
芳
　
正

栄
　
　
　
町

田
　
中
　
義
　
和

小
　
　
　
谷

圓
　
井
　
秀
　
明

栗
　
　
　
田

島
　
津
　
昌
　
宏

横
　
　
　
尾

水
　
田
　
利
　
夫

古
　
　
　
坂

三
　
枝
　
　
　
實

東
　
高
　
室

山
　
下
　
　
　
茂

東
　
　
　
南

岡
　
田
　
英
　
顕

西
　
　
　
南

高
　
見
　
幸
　
男

黒
　
　
　
駒

菅
　
原
　
龍
　
雄

曽
根
自
治
区

橋
　
口
　
純
　
治

北
条
第
三
住
宅

中
　
山
　
景
　
寿

古
坂
１
丁
目

藤
　
本
　
治
　
朗

古
坂
２
丁
目

西
　
岡
　
　
　
堆

古
坂
３
丁
目

鈴
　
木
　
利
　
雄

北
条
団
地

原
　
田
　
孝
　
志

女
　
鹿
　
山

平
　
田
　
信
　
男

清
水
団
地

中
　
川
　
千
　
春

カ
ナ
ダ
村

河
　
井
　
　
　
博

荒
神
山
住
宅

村
　
上
　
　
　
進

富富
田田
地地
区区

谷
　
　
　
町

垣
　
内
　
信
　
男

西
谷
東
町

石
　
　
　
　
　
裕

西
谷
西
町

国
　
松
　
輝
　
夫

畑
　
　
　
町

難
　
波
　
良
　
弘

吸
　
谷
　
町

柏
　
原
　
竹
　
美

西
上
野
町

岡
　
　
　
　
　
勲

市
　
村
　
町

中
　
右
　
豊
　
弘

坂
　
元
　
町

松
　
井
　
克
　
明

福
　
居
　
町

高
　
瀬
　
　
　
修

谷
　
口
　
町

山
　
野
　
正
　
史

吉
　
野
　
町

別
　
所
　
幸
　
治

吉
野
住
宅

永
　
嶋
　
辰
　
男

芝
自
治
区

藤
　
田
　
康
　
夫

賀賀
茂茂
地地
区区

福
住
東
町

本
　
多
　
邦
　
好

福
住
西
町

安
　
田
　
良
　
宏

山
下
中
町

小
松
原
　
弘
　
一

山
下
東
町

奥
　
隅
　
貞
　
壽

西
横
田
町

中
　
根
　
昭
　
夫

東
横
田
町

甲
　
　
　
義
　
則

鎮
　
岩
　
町

小
　
谷
　
哲
　
夫

岸
　
呂
　
町

喜
　
谷
　
能
　
久

東
　
長
　
町

上
　
原
　
宏
　
明

西
　
長
　
町

玉
　
置
　
和
　
文

東
剣
坂
町

小
　
路
　
守
　
能

西
剣
坂
町

岸
　
本
　
光
　
弘

中
　
山
　
町

渡
　
邊
　
久
　
芳

大
　
柳
　
町

柴
　
田
　
正
　
和

下下
里里
地地
区区

王
　
子
　
町

飯
　
尾
　
忠
　
一

戸
田
井
町

高
　
見
　
淳
　
一

両
　
月
　
町

高
　
見
　
芳
　
行

大
　
村
　
町

衣
　
笠
　
節
　
夫

尾
　
崎
　
町

岩
　
崎
　
　
　
求

段
　
下
　
町

栗
　
山
　
　
　
弘

中
西
南
町

高
　
田
　
　
　
均

中
西
北
町

岩
　
崎
　
裕
　
雄

琵
琶
甲
町

村
　
上
　
正
　
喜

野
　
条
　
町

蓬
　
莱
　
　
　
薫

牛
　
居
　
町

中
　
村
　
　
　
晃

上
野
田
町

岩
　
崎
　
和
　
央

東
野
田
町

岩
　
崎
　
正
　
義

東
笠
原
町

三
　
宅
　
　
　
裕

三
　
口
　
町

芝
　
　
　
雅
　
美

坂
　
本
　
町

梅
　
野
　
　
　
正

倉
　
谷
　
町

森
　
本
　
　
　
薫

千
ノ
沢
町

山
　
本
　
公
　
一

新
　
生
　
町

中
　
澤
　
誠
　
二

尾
崎
団
地

菅
　
原
　
良
　
幸

九九
会会
地地
区区

中
　
野
　
町

藤
　
原
　
道
　
弘

田
　
原
　
町

橋
　
爪
　
則
　
雄

網
　
引
　
町

堀
　
井
　
　
　
忍

南
網
引
町

三
　
宅
　
剛
　
成

栄
　
　
　
町

小
　
丸
　
敏
　
一

桑
原
田
町

井
　
上
　
幸
　
三

繁
　
昌
　
町

高
　
見
　
　
　
稔

上
宮
木
町

柿
　
本
　
　
�
毅

下
宮
木
村
町

深
　
田
　
康
　
雄

下
宮
木
町

澤
　
中
　
　
　
茂

鶉
野
上
町

山
　
本
　
正
　
明

鶉
野
南
町

横
　
山
　
　
　
實

鶉
野
中
町

桑
　
嶋
　
泰
　
昭

繁
昌
団
地

山
　
中
　
輝
　
良

富富
合合
地地
区区

都
　
染
　
町

菅
　
野
　
　
　
要

別
府
西
町

西
　
村
　
昭
　
義

別
府
中
町

西
　
村
　
　
　
勉

別
府
東
町

別
　
府
　
靖
　
夫

朝
　
妻
　
町

小
　
林
　
正
　
明

豊
　
倉
　
町

田
　
中
　
正
　
善

玉
　
野
　
町

西
　
浦
　
美
　
好

山
　
枝
　
町

森
　
山
　
和
　
正

玉
　
丘
　
町

井
　
上
　
明
　
弘

青
野
原
町

坂
　
東
　
義
　
三

多多
加加
野野
地地
区区

甲
和
泉
町

金
　
川
　
保
　
雄

乙
和
泉
町

岡
　
田
　
敏
　
則

山
　
田
　
町

内
　
藤
　
堯
　
雄

野
　
上
　
町

内
　
藤
　
省
　
三

池
　
上
　
町

誉
　
田
　
敏
　
一

西
野
々
町

北
　
田
　
昭
　
充

島
　
　
　
町

織
　
田
　
良
　
一

満
　
久
　
町

原
　
田
　
　
　
実

馬
渡
谷
町

遠
　
藤
　
　
　
孝

大
　
工
　
町

神
　
田
　
利
　
男

鍛
治
屋
町

松
　
本
　
安
　
弘

油
　
谷
　
町

福
　
田
　
義
　
則

田
　
谷
　
町

岡
　
本
　
一
　
成

国
　
正
　
町

黒
　
崎
　
忠
　
彦

小
印
南
町

原
　
田
　
義
　
弘

青
　
野
　
町

丸
　
岡
　
　
　
肇

西西
在在
田田
地地
区区

上
若
井
町

後
　
藤
　
邦
　
雄

大
　
内
　
町

藤
　
原
　
忠
　
和

下
道
山
町

井
之
上
　
照
　
美

上
道
山
町

金
　
澤
　
保
　
明

下
万
願
寺
町

大
　
塚
　
敏
　
記

上
万
願
寺
町

轟
　
　
　
　
　
治

在在
田田
地地
区区

殿
　
原
　
町

青
　
山
　
英
　
紀

鴨
　
谷
　
町

小
　
田
　
貞
　
夫

笹
　
倉
　
町

甘
　
中
　
　
　
求

中
　
富
　
町

柳
　
生
　
久
　
夫

北
　
　
　
町

馬
　
頭
　
正
　
巳

別
　
所
　
町

内
　
橋
　
栄
　
一

佐
　
谷
　
町

高
　
橋
　
昭
　
男

上
　
野
　
町

瀬
　
戸
　
宏
　
之

広
　
原
　
町

高
　
見
　
千
　
秋

下
芥
田
町

黒
　
田
　
博
　
顕

上
芥
田
町

生
　
沢
　
三
千
穂

区
長
会
会
長

藤
　
原
　
　
　
實

常
吉
町

（
富
合
地
区
代
表
区
長
）

区
長
会
副
会
長

坪
　
木
　
弘
　
毅

窪
田
町

（
富
田
地
区
代
表
区
長
）

区
長
会
副
会
長

佐
　
伯
　
俊
　
一

西
笠
原
町

（
下
里
地
区
代
表
区
長
）

区
長
会
副
会
長

高
　
見
　
芳
　
和

河
内
町

（
多
加
野
地
区
代
表
区
長
）

北
条
地
区
代
表
区
長

高
　
橋
　
　
　
明

西
高
室

賀
茂
地
区
代
表
区
長

中
　
川
　
敏
　
治

山
下
西
町

九
会
地
区
代
表
区
長

長
谷
川
　
　
　
勇

繁
陽
町

西
在
田
地
区
代
表
区
長

上
　
坂
　
敏
　
昭

下
若
井
町

在
田
地
区
代
表
区
長

別
　
所
　
　
　
孝

越
水
町

区　長 さん

区長会会長

藤原　實さん

平
成
15
年
度
無
料
ご
み
処
理
券

は
、
１
月
31
日
現
在
の
住
民
登
録

に
よ
り
、
各
区
長
さ
ん
を
通
じ
３

月
中
に
配
布
し
ま
す
。
２
月
１
日

以
降
に
登
録
さ
れ
た
方
は
、
直
接

市
役
所
（
２
階
北
側
）
環
境
課
の

窓
口
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

今
年　
４　
月　
か　
ら　
燃
え　
る　
ご　
み　
は　
、　

全
市
域
週　
２　
回
収
集
を　
実
施
。

（
※
無
料
ご
み
処
理
券
の
枚
数
は
そ

の
ま
ま
。）
ご
み
の
収
集
日
を
大
幅

に
変
更
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

全
市
域
週
２
回
収
集
に
あ
た
っ

て
、
次
の　
点　
に　
注
意　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。

①
水
曜
日
に
燃
や
せ
な
い
ご
み
、

埋
め
立
て
ご
み
を
収
集
し
ま
す
。

②
水
曜
日　
は　
、　
ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　

ー　
へ　
の　
持
ち
込　
み　
は　
出
来
ま　
せ　
ん　
。

（
①
燃　
や　
せ　
な　
い　
ご　
み　
の　
処
理　
の　
都
合
）

③
カ
ン
・
金
属
類
は
、
２
週
間
に

１
回
か
ら
３
週
間
に
１
回
と
な
り

ま
す
。（
土
曜
日
に
業
者
が
収
集
）

④
ご　
み　
は　
必
ず
午
前　
８　
時
30
分
ま　
で　

に　
出　
し　
て
く
だ　
さ　
い　
。　（
収
集　
コ　
ー　
ス　

や
収
集
方
法　
が　
変　
わ　
り
ま　
し　
た　
。）　

⑤
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
ご
み
を

持
ち
込
み
出
来
な
い
日

燃燃
ええ
る　る　
ゴ　ゴ　
ミ　ミ　
の　の　
収収
集　集　

はは
全全
市市
域域
週　週　
2  2  
回　回　
にに

―
無
料　
ご　
み　
処
理
券　
の　
交
付
―



２００３年２月号（No.４６３）
5

農会長会会長

後藤義昭さん

農
会
長
会
会
長

後
　
藤
　
義
　
昭

窪
田
町

（
富
田
地
区
代
表
農
会
長
）

農
会
長
会
副
会
長

浅
　
田
　
武
　
志

青
野
原
町

（
富
合
地
区
代
表
農
会
長
）

北
条
地
区
代
表
農
会
長

岡
　
田
　
泰
　
和

北
条
町
東
南

賀
茂
地
区
代
表
農
会
長

山
　
本
　
邦
　
夫

西
横
田
町

下
里
地
区
代
表
農
会
長

山
　
本
　
宏
　
雄

千
ノ
沢
町

九
会
地
区
代
表
農
会
長

田
　
中
　
千
　
秋

上
宮
木
町

多
加
野
地
区
代
表
農
会
長

井
　
上
　
　
　
正

田
谷
町

西
在
田
地
区
代
表
農
会
長

小
　
池
　
　
　
薫

下
万
願
寺
町

在
田
地
区
代
表
農
会
長

轟
　
　
　
宗
　
雄

鴨
谷
町

北北
条条
地地
区区

北
　
条
　
東

松
　
本
　
　
　
正

北
　
条
　
西

正
　
中
　
敏
　
昭

小
　
　
　
谷

小
　
苗
　
明
　
廣

栗
　
　
　
田

宮
　
脇
　
伸
　
元

横
　
　
　
尾

西
　
門
　
道
　
雄

古
　
　
　
坂

平
　
田
　
和
　
正

東
　
高
　
室

山
　
下
　
正
　
和

西
　
高
　
室

高
　
次
　
栄
　
造

西
　
　
　
南

西
　
村
　
佳
　
士

黒
　
　
　
駒

塚
　
原
　
貞
　
美

富富
田田
地地
区区

谷
　
　
　
町

垣
　
内
　
寿
　
一

西
谷
東
町

岡
　
本
　
千
　
昭

畑
町
第
１

増
　
田
　
創
　
三

畑
町
第
２

木
　
下
　
繁
　
樹

畑
町
第
３

高
　
橋
　
節
　
雄

畑
町
第
４

柏
　
原
　
邦
　
章

吸
　
谷
　
町

柏
　
原
　
　
　
博

西
上
野
町

岡
　
　
　
正
　
人

市
　
村
　
町

大
　
西
　
英
　
夫

坂
元
町
第
１

後
　
藤
　
光
　
一

坂
元
町
第
２

中
　
川
　
貴
　
水

福
居
町
第
１

小
　
東
　
　
　
一

福
居
町
第
２

堀
　
尾
　
　
　
隆

福
居
町
第
３

喜
　
田
　
和
　
司

福
居
町
第
４

黒
　
田
　
三
千
男

谷
　
口
　
町

田
　
中
　
　
　
一

吉
　
野
　
町

田
　
中
　
利
　
則

賀賀
茂茂
地地
区区

福
住
東
町

本
　
多
　
　
　
毅

福
住
西
町

田
　
中
　
忠
　
司

山
下
西
町

衣
　
笠
　
勝
　
弘

山
下
中
町

山
　
下
　
良
　
雄

山
下
東
町

名
古
屋
　
義
　
数

東
横
田
町

山
　
本
　
正
　
憲

鎮
　
岩
　
町

三
　
船
　
博
　
史

岸
　
呂
　
町

杉
　
本
　
幹
　
雄

東
　
長
　
町

藤
　
中
　
文
　
雄

西
　
長
　
町

玉
　
置
　
博
　
充

東
剣
坂
町

小
　
路
　
光
　
明

西
剣
坂
町

藤
　
井
　
　
　
正

中
　
山
　
町

松
　
本
　
　
　
茂

大
　
柳
　
町

小
　
林
　
大
　
助

下下
里里
地地
区区

王
　
子
　
町

前
　
田
　
　
　
忠

戸
田
井
町

高
　
見
　
秀
　
幸

両
　
月
　
町

高
　
見
　
　
　
勉

大
　
村
　
町

後
　
藤
　
敏
　
夫

尾
　
崎
　
町

石
　
野
　
清
　
和

段
　
下
　
町

山
　
本
　
正
　
利

中
西
南
町

井
　
上
　
一
　
成

中
西
北
町

岩
　
崎
　
　
　
崇

琵
琶
甲
町

内
　
田
　
康
　
雄

野
　
条
　
町

蓬
　
莱
　
正
　
史

牛
　
居
　
町

前
　
田
　
英
　
機

上
野
田
町

中
　
川
　
正
　
弘

東
野
田
町

東
　
一
　
　
　
勝

東
笠
原
町

三
　
宅
　
一
　
裕

西
笠
原
町

柿
　
本
　
繁
　
一

三
口
川
北

丸
　
岡
　
　
　
勇

三
口
北
浦

中
　
倉
　
正
　
達

三
口
上
所

西
　
岡
　
　
　
一

坂
　
本
　
町

浅
　
見
　
　
　
健

倉
　
谷
　
町

小
　
田
　
義
　
春

九九
会会
地地
区区

中
　
野
　
町

三
　
宅
　
照
　
彦

田
　
原
　
町

松
　
本
　
悟
　
司

網
　
引
　
町

井
　
上
　
典
　
彦

南
網
引
町

筧
　
　
　
利
　
明

栄
　
　
　
町

吉
　
田
　
孝
　
良

桑
原
田
町

菅
　
野
　
　
　
保

繁
　
陽
　
町

長
谷
川
　
和
　
史

繁
　
昌
　
町

菅
　
野
　
英
　
一

下
宮
木
村
町

古
　
元
　
美
貴
男

下
宮
木
町

澤
　
中
　
　
　
弘

鶉
野
上
町

塩
　
河
　
修
　
一

鶉
野
南
町

高
　
原
　
明
　
郎

鶉
野
中
町

山
　
崎
　
拓
　
也

富富
合合
地地
区区

都
　
染
　
町

長
　
岡
　
弘
　
志

別
府
西
町

西
　
村
　
義
　
樹

別
府
中
町

西
　
村
　
良
　
則

別
府
東
町

西
　
村
　
雅
　
純

常
　
吉
　
町

柴
　
田
　
守
　
正

朝
　
妻
　
町

山
　
野
　
幸
　
男

豊
　
倉
　
町

岩
　
佐
　
一
　
志

玉
　
野
　
町

繁
　
中
　
晴
　
夫

山
　
枝
　
町

長
谷
川
　
　
　
勲

玉
　
丘
　
町

内
　
藤
　
昌
　
俊

多多
加加
野野
地地
区区

甲
和
泉
町

金
　
川
　
久
　
男

乙
和
泉
町

衣
　
笠
　
幸
　
夫

河
　
内
　
町

榊
　
原
　
孝
　
志

山
　
田
　
町

志
　
方
　
初
　
男

野
　
上
　
町

藤
　
原
　
誠
　
三

池
　
上
　
町

大
　
塚
　
義
　
博

西
野
々
町

阿
　
木
　
信
　
介

島
　
　
　
町

坂
　
田
　
勝
　
巳

満
　
久
　
町

原
　
田
　
正
　
紀

馬
渡
谷
町

遠
　
藤
　
龍
　
夫

大
　
工
　
町

神
　
田
　
知
　
人

鍛
治
屋
町

繁
　
田
　
幸
　
良

油
　
谷
　
町

宇
　
仁
　
　
　
工

国
　
正
　
町

井
　
上
　
雅
　
仁

小
印
南
町

常
　
峰
　
一
　
三

青
　
野
　
町

岡
　
田
　
　
　
晃

西西
在在
田田
地地
区区

上
若
井
町

後
　
藤
　
欣
　
一

下
若
井
町

坂
　
東
　
行
　
人

大
　
内
　
町

福
　
井
　
　
　
勇

下
道
山
町

大
　
西
　
　
　
保

上
道
山
町

金
　
沢
　
栄
　
一

上
万
願
寺
町

高
　
井
　
和
　
文

在在
田田
地地
区区

殿
　
原
　
町

上
　
月
　
文
　
高

笹
　
倉
　
町

松
　
本
　
勝
　
哉

中
　
富
　
町

高
　
見
　
栄
　
一

越
　
水
　
町

長
　
田
　
久
　
男

北
　
　
　
町

吉
　
田
　
伸
　
一

別
　
所
　
町

千
　
石
　
栄
　
貴

佐
　
谷
　
町

藤
　
本
　
秀
　
男

上
　
野
　
町

瀬
　
戸
　
克
　
彦

広
　
原
　
町

深
　
山
　
　
　
英

下
芥
田
町

小
　
牧
　
清
　
信

上
芥
田
町

藤
　
元
　
　
　
昇

（
敬
称
略
）

農会長さん

テ
ー
マ

か
け
が
い
の
な
い
地
球

を
守
ろ
う
「
一
人
ひ
と
り
が
主
役

の
ご
み
減
量
」

日
　
時

３
月
２
日

（日）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

内
　
容

講
演
「
あ　
す　
の　
ご　
み　
減
量　
に　
挑　
む
」

講
師

中
部
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
市

民
の
会
代
表
　
萩
原
　
善
之
氏

ご　
み　
減
量　
と　
リ　
サ　
イ　
ク　
ル　
関　
す　
る　

展
示
、　
チ　
ャ　
リ　
テ　
ィ　
ー　
バ　
ザ　
ー　
外

問
合
先

環
境
課

（
電
話
42
―
８
７
３
０
）

水
曜
日
、
祭
日
、
年
末
（
29

日
・
30
日
を
除
く
）
年
始
、
日
曜

日
（
第
２
日
曜
日
除
く
）、
土
曜
日

（
第
１
・
３
土
曜
日
除
く
）

※
第
１
・
３
土
曜
日
、
第
２
日
曜

日
は
、
午
前
９
時
〜
11
時
30
分
ま

で
開
場
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
14
年
度
無
料
ご
み

処
理
券
は
、
３
月
31
日
ま
で
の
使

用
に
限
り
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら

は
、
平
成
15
年
度
無
料
ご
み
処
理

券
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。（
有
料
券

は
期
限
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
年

度
を
越
え
て
使
用
で
き
ま
す
。）

―
ご　
参
加
く　
だ　
さ　
い　
―

ご　
み　
減
量　
と　
リ　
サ　
イ　
ク　
ル　

推
進
加
西
大
会

か　
さ　
い　
生
活　
フ　
ェ　
ス　
タ
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市
で
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
経
費

を
考
慮
し
、
口
座
振
替
で
市
税
や

使
用
料
な
ど
を
支
払
わ
れ
て
い
る

方
へ
の
口
座
振
替
済
通
知
書
や
領

収
書
の
画
一
的
な
送
付
を
４
月
か

ら
廃
止
し
ま
す
。

詳
し
く
は
各
担
当
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

※
車
検
の
必
要
な
車
両
の
軽
自
動

車
税
は
、
振
替
納
付
後
に
納
税

証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。

平
成
15
年
度
か
ら

・
固
定
資
産
の
決
定
期
限
が
３
月

31
日
と
な
り
ま
し
た
。（
従
前
は
２

月
末
）

・
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
制

度
を
創
設
し
、
本
人
資
産
に
関
す

る
部
分
は
常
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に

対
す
る
審
査
申
出
期
間
は
、
４
月

１
日
か
ら
、
納
税
通
知
書
を
受
け

取
っ
て
か
ら
60
日
後
ま
で
で
す
。

縦
覧
場
所

市
役
所
税
務
課
（
２

階
）（
電
話
42
―
８
７
１
３
）

固定資産税第4期分、国民健康保険税・
介護保険料（普通徴収）第8期分の納期限は

22月2288日（金）です。
納期内完納にご協力をお願いします。

問合先 税務課 電話42-8712（国民健康保険税・介護保険料）
電話42-8713（固定資産税）

平成14年度

老
人
保
健
医
療
制
度
の
改
正
に

よ
り
、
次
表
の
限
度
額
を
超
え
た

分
が
申
請
に
よ
り
高
額
医
療
費
と

し
て
払
戻
し
さ
れ
ま
す
。

☆
低
所
得　
Ⅰ　
又　
は　
Ⅱ　
に　
該
当　
す　
る　
方　

で　
減
額
認
定
証　
を　
お　
持　
ち　
で　
な　
い　

方　
（
減
額
認
定
証　
の　
未
申
請　
の　
方
）　

は　
、　
低
所
得　
の　
限
度
額　
が　
適
用　
で　

き　
ま　
せ　
ん　
の　
で　
、　
先　
に　
減
額
認
定　

の　
申
請　
を　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

☆
高
齢
者
重
度
心
身
障
者
特
別
医

療
費

同
改
正　
に　
よ　
り
、　
高
額

医
療
費　
と　
し　
て　
支
給　
さ　
れ　
た　
残
額　

が　
高
齢
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費　
と　
し　
て　
支
払　
わ　
れ　
ま　
す
。　
な　
お　
、　

２　
月
分　
の　
振
込　
み　
は　
遅　
れ　
ま　
す　
の　

で　
ご　
了
承　
く　
だ　
さ　
い　
。

問
合
先

保
険
課
国
保
医
療
係

（
電
話
42
―
８
７
２
１
）

県内在住の外国人の皆さん

に、日本に来て驚いたことや不

思議に思ったことをユーモアたっ

ぷりに話してもらいます。皆さん

にも審査員になっていただき、コ

ンテストの後には表彰式を兼ねた

楽しい交流会も行います。是非

ご来場ください。

★日　時 2月23日（日）

午後1時30分

★場　所 健康福祉会館

研修室3

★入場料 無　料

★問合先 加西市都市親善友好

協会事務局（電話42-8701）

外国人による日本語
スピーチコンテスト

来聴歓迎!

市民待望の地域交流センター（ねひめホール）

が、来る3月2 7日（木）に現在北条町駅前に建設

中の再開発ビル「アスティアかさい」3階にオープ

ンします。このセンターは、市街地の活性化、市民

交流、文化、学習、情報発信の拠点となる施設で、

市民の皆さんに気軽に利用していただけます。

この施設には、女性も男性もともに対等なパート

ナーとして社会参画するための学習と活動の拠点となる男女共同参画センターがあります。

また、市民活動の拠点となる、交流プラザ、多目的ホール、集会室、ライトスポーツスタジ

オなどがある地域交流ゾーン、新図書館と一体的に運営される文化情報ゾーンがあります。

イベントや講演会、学習、研修など、さまざまな交流や活動の場として、個人、団体、グ

ループで気軽に利用できます。同センターの各施設利用予約を2月1 7日（月）から開始しま

す。また、利用者の利便を図るため、使用料の免除や施設の予約などが有利になる団体登

録制度もあります。その受付を2月17日（月）～3月5日（水）（第1次）に行います。

施設の使用料、収容人員、団体登録の申請ほ方法等詳しくは次までお問い合わせ下さい。

企画総務部市民参画推進室　電話42-8751 ファックス43-1800

Eメール　sankaku@city.kasai.hyogo.jp

＊＊施設利用予約・団体登録の受付開始します＊＊

再再開開発発ビビルルにに地地域域交交流流セセンンタターーオオーーププンン3月27日

―
口
座
振
替　
を　
ご　
利
用　
の　
皆
様　
へ　
―

口
座
振
替
済
通
知
書　
・　

領
収
書　
の　
送
付
を　
廃
止

―
縦
覧
制
度
等
が
改
正
―

固
定
資
産
台
帳　
の　
縦
覧
期
間　
は

４
月
１
日

（火）
〜
30
日

（水）

高
額
医
療
費　
に　
つ　
い　
て

老
人
保
健
―　
―　
―　

対　　　象 担　当　課 問い合せ

市県民税、固定資産税

軽自動車税、国民健康保険税
財務管理部税務課 42-8714

介護保険料 財務管理部税務課 42-8714

下水道事業受益者負担金 上下水道部管理課 42-8762

市営住宅使用料 都市整備部管理用地課 42-8750

高齢者住宅整備資金償還金 市民福祉部健康長寿課 42-8728

一定以上

所 得 者
40,200円

12,000円

8,000円

40,200円

24,600円

15,000円

72,300円＋【（実際にかか

った医療費－361,500円）

×1％】（40,200円）※

一　般

低所得

※（ ）内は12カ月間に４回以上高額医療費の支給を
受ける場合の４回目からの限度額です。

Ⅱ

Ⅰ

自己負担限度額（月額）

外来の限度額（個人ごと） 入院及び世帯ごとの限度額
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１
月
25
日

（土）
、
健
康
福
祉
会
館

で
「
第
４
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ

ど
い
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
た

く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
の
活
動
内
容
の
紹
介
パ
ネ
ル
の

展
示
や
、
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
、
市
民
の
皆
様

か
ら
提
供
さ
れ
た
材
料
で
参
加
者

等
３
４
０
人
分
の
昼
食
用
の
炊
き

出
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
重
度
障
害
者
授
産

事
業
「
す
み
れ
の
会
」
の
メ
ン
バ

ー
も
バ
ザ
ー
を
出
展
。
日
頃
か
ら
、

コ
ツ
コ
ツ
と
手
作
り
し
た
品
物
を

た
く
さ
ん
の
方
に
お
買
い
上
げ
い

た
だ
き
ま
し
た
。
中
に
は
、
買
っ

て
い
た
だ
い
た
バ
ッ
グ
を
早
速
使

っ
て
く
だ
さ
る
方
も
あ
り
、
メ
ン

バ
ー
全
員
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
で
意
見

を
出
し
合
い
、
次
回
の
バ
ザ
ー
に

向
け
ど
ん
な
品
物
が
出
来
る
の
か

た
の
し
み
で
す
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
４
日

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
は
、
第
４
日
曜
日

以
外
の
日
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
時
間
・
場
所
等
は
消
防
本
部

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、昨
年
の
４
月
１
日
よ
り
、

心
肺
蘇
生
法
が
一
部
改
正
に
な
り

ま
し
た
。
従
来
の
手
法
で
も
間
違

い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
是
非
、

こ
の
機
会
に
新
し
い
応
急
手
当
を

覚
え
ま
し
ょ
う
。

救
命
技
能
を
維
持
向
上
す
る
た

め
に
、
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会

を
受
講
し
て
か
ら
３
年
を
経
過
さ

れ
た
方
に
再
講
習
を
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
の
改
正

に
伴
い
、
２
年
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
先

加
西
市
消
防
本
部　
（
電

話
42
―
０
１
１
９
）　
警
防
課
救
急
係

ま
で
。

☆　
ハ　
ー　
ト　
to
ハ　
ー　
ト　
講
習
会

12
月　
の　
受
講
者

〔
新
規
受
講
者
　
　
　
　
　
19
名
〕　

▽
鴨
谷
町
子
供
会

19
名
　

〔
再
講
習
者
　
　
　
　
　
　
2
名
〕　

▽
鴨
谷
町
子
供
会

２
名

家
族
の
命
が
救
え
る

市
民
救
命
士
講
習
会

すす
みみ
れれ
会会
ババ
ザザ
ーー

愛　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア

こ
の
統
計
は
、
平
成
14
年
（
１

月
１
日
〜
12
月
31
日
）
に
、
加
西

市
内
で
発
生　
し　
た　
火
災　
と　
救
急
・

救
助　
の　
実
態　
を　
ま　
と　
め　
た　
も　
の　
で　
す
。　

①
火
災
の
概
要

平
成
14
年
の
火
災
発
生
件
数
は

46
件
で
、
前
年
と
比
べ
る
と
８
件

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
種
別
ご
と
に
み
る
と
建
物

火
災
14
件
（
前
年
比
３
件
増
）、
林

野
火
災
９
件
（
同
２
件
増
）、
車
両

火
災
２
件
（
同
１
件
減
）、
そ
の
他

火
災
21
件
（
同
４
件
増
）
で
す
。

建
物
焼
損
面
積
１，　
３
５
４
�
、

り
災
世
帯
12
世
帯
、
り
災
人
員
36

人
、
林
野
焼
損
面
積
35  
ａ
、
損
害
額

は
１
億
５，　
４
８
０
万
円
で
、
前
年

に
比
べ
３，　
８
１
４
万
円
の
増
加
で

す
。原

因
別
で
は
、
ご
み
・
草
焼
き

等
の
焼
却
火
か
ら
の
出
火
件
数
が

17
件
と
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
火
災
に
よ
る
死
者
は
な

く
、
負
傷
者
は
10
人
で
、
前
年
に

比
べ
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

②
救
急
の
概
要

平
成
14
年
の
救
急
出
場
件
数
は

１，　
３
６
２
件
（
前
年
比
４
件
減
）

で
、
そ
の
う
ち
不
搬
送
が
68
件
あ

り
、
搬
送
人
員
は
１，　
３
５
４
人

（
同
21
人
減
）
で
、
出
場
件
数
・
搬

送
人
員
と
も
前
年
よ
り
若
干
減
少

し
て
い
ま
す
。

な　
お　
、　
出
場
件
数　
の　
う
ち　
本
署
出

場
件
数
は
７
１
２
件
、
搬
送
人
員

は
７
０
８
人
、
南
分
署
出
場
件
数

は
３
２
４
件
、
搬
送
人
員
は
３
１

９
人
、
北
分
署
出
場
件
数
は
３
２

６
件
、　
搬
送
人
員　
３
２
７
人　
で　
し　
た　
。

事
故
種
別　
ご　
と　
の　
主　
な　
出
場
状
況　

を　
み　
る　
と　
、　
急
病
６
７
９
件
（
同
16

件
減
）、
交
通
事
故
２
６
６
件
（
同

２
件
減
）
、
一
般
負
傷
１
８
３
件　

（
同
１
件
増
）　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　

ま
た
科
目
別
で
は
、
内
科
５
５

１
人
（
41
％
）、
整
形
２
９
３
人

（
21
％
）、
外
科
２
２
８
人
（
17
％
）

で
全
体
の
79
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

市
内
医
療
機
関
へ
の
搬
送
人
員

は
９
１
７
人
で
、
全
体
の
68
％
、

管
外
医
療
機
関
へ
は
４
３
７
人　

（
32
％
）　
を　
搬
送
し
て
い
ま
す
。　

③
救
助
の
概
要

平
成
14
年
の
救
助
出
動
件
数
は

58
件
で
、
そ
の
う
ち
活
動
件
数
は

30
件
と
な
っ
て
い
る
。

事
故
種
別　
で　
は　
、　
交
通
事
故　
に　
よ　

る　
も　
の　
が　
出
動
件
数
46
件
（
全
体
の

79
％
）
と
大
半　
を　
占　
め　
て　
い　
ま　
す
。　

火
災　
・　
救
急　
・　
救
助　
の　
実
態

平
成
14
年

書
き
初
め
に
託
す
願
い
や
福
の
神

初
詣
く
く
く
、
く
く
く
と
鳩
の
寄
る

湯
上
り
の
か
ろ
き
動
悸
や
蜜
柑
む
く

向
い
あ
い
憂
さ
晴
ら
す
ご
と
豆
を
打
つ

初
景
色
遥
か
彼
方
も
清
め
染
む

や
り
直
し
き
か
ぬ
人
生
冬
の
暮

蜜
柑
食
ぶ
凡
人
の
道
亦
美
し

身
も
心
あ
ら
た
に
な
り
て
初
明
り

室
咲
や
心
や
さ
し
く
病
む
人
に

麗
文
字
の
余
白
に
座
せ
り
実
南
天

玉
置
　
美
江

菅
野
と
く
子

西
村
万
寿
美

東
羅
　
種
子

西
村
　
和
代

玉
置
　
克
子

吉
田
佐
代
子

井
上
　
艶
子

深
田
百
合
子

井
上
　
幸
代



4人抜きを演じ女子2部2位に大きく

貢献した3区石野麻奈選手

　今年の成人式も、昨秋から

新成人の運営スタッフがミー

ティングを重ねて練り上げま

した。同じ新成人のフォーク

デュオ「黒彩（こくさい）」の

ステージや抽選会が会場を盛

り上げました。

Town Topics Town Topics Town Topics

文化財を守れ！

　「文化財愛護デー」の1月26日（日）、市内では早朝から

法華山一乗寺（坂本町）と酒見寺（北条町）周辺で地元消防団

員らが防火訓練を行いました。

市老人クラブ連合会が健康器具等を寄贈

Town TopicsTown TopicsTown Topics
タウントピックスタウントピックス
まちの話題

タウントピックス…………………………まちの話題

広がれ！ボランティアの輪
　1月25日（土）、健康福祉会館で開催された「ボランティアのつどい」では、

長年ボランティア活動に貢献された方々の表彰や体験発表等が行われました。

　町全体の避難訓練を

行ったり、100名の

方々が市民救命士講習

を受講されるなど活発

な活動を行われている

佐谷町自主防災部会

（高見昌良部長）が、

優良自主防災組織表彰

（兵庫県知事表彰）を

受賞されました。

佐谷町自主防災部会に県知事表彰

　1月8日（水）、県無形民族文化財に指定される

東光寺（上万願寺町）の伝統行事「田遊び」と

「鬼追い」が行われ、今年の豊作と無病息災を

祈りました。

五穀豊穣を願って　田遊び・鬼追い

　1月24日（金）、

日吉幼稚園（清水壽

一園長）では、園児

たちが冬休みに作っ

た巨大カルタで大会

が開かれました。園

児たちは教室いっぱ

いを使って、目指す

カルタに向けて走り

込んでいました。

巨大カルタは格闘技？ 　豊倉町のため池に昨年11月頃からコハクチョウが

飛来しはじめ、近隣の方々から温かく見守られなが

ら約70羽が冬を越しています。

コハクチョウ70羽が加西で越冬中
　1月23日（木）、市老人クラブ連合会（繁田巳史会長）から育

児体験等に使う沐浴ベビー2体と脈拍等から健康状態を測るBC

チェッカー2台（健康長寿課に設置・総額約90万円相当）を寄

贈いただきました。

今年も手作り成人式

みんなでつないだ郷土の誇り
―県郡市区対抗駅伝競走大会―

1月25日（土）、自主防災活動推進大会で表彰が行われました。

実践さながらに行われた訓練（酒見寺）

たいまつの炎が幻想的な「鬼追い」

新成人を代表して挨拶する松原洋平さん、

由紀子さん兄弟（鴨谷町）

全国区の強豪ひしめく花の1区で総合5位と素晴らしい走りを見せた

大西亮輔選手（写真左）からタスキを受ける2区細見幸司選手

念願の姉妹タスキリレーが実現した1区三宅慶選手（写真左）

と2区三宅裕子選手
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人権を尊重するよろこび

☆交流〈他者を思いやる想像力〉☆

他者の思いを理解するということは、その人の

価値観や行動様式等がわかるということです。自

分のものさしで相手を量るのではなく、相手の気

持ちは相手のものさしをもって、推し量るものな

のです。

そこでは、「人はちがって当たり前」ということ

が共通の認識として存在しなければなりません。

一人ひとりの違いを認めることこそが、人間関

係をも豊かにしてくれるのです。一人ひとりを大

切にする感性こそが、豊かな人権感覚であり、そ

の元になるものが、他者を思いやる想像力であ

るといえます。

豊かな人権感覚は､体験の中から育まれ、それ

は、多くの人との交流を通じて身に付いていくも

のです。交流が活発になれば、自分と他人の違

いがわかり、自分の素晴らしさや他人の素晴ら

しさに気づいたり、今まで見えていなかったもの

が見えるようになり、人間関係は豊かな多様性

をもつようになります。

豊かな交流を通して得た新しい出会いや発見

は、自分の世界をますます広げることになり、誰

もがいきいきと幸福を追求できる真の共生社会の

実現へとつながるのです。 （みちしるべより）

加
西
市
に
は
「
長
石
」、「
高
室

石
」
を
代
表
と
す
る
、
凝
灰
岩

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

の

石
切
場
が
数
カ
所
あ
り
、
古
く
か

ら
石
材
の
産
出
地
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
凝
灰
岩
は
い
ろ
い
ろ
な
石

造
物
の
石
材
と
し
て
利
用
さ
れ
、

市
内
に
は
数
多
く
の
石
造
文
化
財

が
遺の

こ

さ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
古
墳
時
代
（
約
千

五
百
年
前
）
に
は
山
伏
峠
石
仏
の

よ
う
な
長
持
形

な
が
も
ち
が
た

石
棺

せ
っ
か
ん

や
家い

え

形が
た

石せ
っ

棺か
ん

な
ど
が
作
製
さ
れ
て
い
ま
す
。

奈
良
時
代
（
約
千
三
百
年
前
）

に
は
古
法
華
石
仏
、
繁
昌
天
神
森

石
仏
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

鎌
倉
時
代
（
約
八
百
年
前
）
か

ら
江
戸
時
代
（
約
四
百
年
前
）
に

か
け
て
は
層そ

う

塔と
う

、
五ご

輪り
ん

塔と
う

、
板い

た

碑び

、

石せ
き

仏ぶ
つ

、
石せ

っ

棺か
ん

仏ぶ
つ

（
古
墳　
の　
石
棺　
を　
再

利
用　
し　
た　
石
仏
。
こ　
の　
地
域　
の　
特
徴　

と　
い　
え　
ま　
す
。）　、
地じ

蔵ぞ
う

、　
鳥と

り

居い

、　
石い

し

臼う
す

な　
ど　
が　
数
多　
く
作
製　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。
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石
造
文
化
財
編

長
石

お
さ
い
し

、　
高
室
石

た
か
む
ろ
い
し

の
石
切

い
し
き
り

場ば

平
成
14
年
度　
か　
ら　
学

校
週　
５　
日
制
が
実
施　
さ　

れ　
て　
い　
ま　
す
。　
土
曜
日　
が　
休　
み　
と　
な　

り
、　
子　
ど　
も　
た　
ち　
は　
、　
ゆ　
っ　
た　
り　
と　

し　
た　
生
活　
を　
送　
っ　
て　
い　
ま　
す
。

と　
こ　
ろ　
で　
、　「
学
力　
が　
低
下　
す　
る　
の　

で　
は　
？　
」　
と　
い　
う
心
配　
を　
よ　
く
聞
き　

ま　
す　
が　
、　「
学
力
」　
と　
は　
、　
以
前　
は

受
験
戦
争　
に　
勝　
ち　
残　
る　
た　
め　
の　
知
識　

の　
修
得　
だ　
け　
と　
い　
う
考
え　
方　
が　
多　
か　

っ　
た　
よ　
う　
に　
思　
い　
ま　
す
。　
こ　
れ　
で　
は　
、　

社
会　
に　
出　
た　
と　
き　
、　

役　
に　
立　
つ　
こ　
と　
が　
少　
な　

か　
っ　
た　
よ　
う　
で　
す
。　
こ　

の　
こ　
と　
を　
反
省　
し　
て　
、　

教
育
改
革　
が　
行　
わ　
れ　

た　
の　
で　
す　
が　
、　
授
業

日
数　
が　
減　
っ　
た　
分
、　
今　

ま　
で　
の　
知
識
量　
と　
比

較　
す　
る　
と　
、　
確　
か　
に　

低
下　
す　
る　
か　
も　
し　
れ　

ま　
せ　
ん　
。　

し　
か　
し　
、　
こ　
れ　
か　

ら　
の　
「
学
力
」　
と　
は　
、　

国
際
化　
が　
進　
む　
社
会　

の　
中　
で　
、　
生
き　
て　
働　
く
も　
の　
で　
な　
く　

て　
は　
な　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
そ　
の　
た　
め　
に　
は　
、　

算
数　
や　
国
語
・
社
会
・
理
科
等　
の　
基

礎
基
本　
を　
徹
底　
し　
て　
身　
に　
つ　
け　
さ
せ

る　
と　
と　
も　
に　
、　「
意
欲　
を　
持　
ち　
、　
自　

ら　
考
え　
、　
表
現　
（
意
思
表
示
）　
で　
き　

る　
能
力
」　
を　
「
学
力
」　
と　
と　
ら　
え　
、　

養　
わ　
な　
く　
て　
は　
な　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

そ　
こ　
で　
、　
今
年
度　
か　
ら　
実
施　
さ　
れ　

て　
い　
る　
「
総
合
的　
な　
学
習　
の　
時
間
」　

で　
、　「
新　
し　
い　
学
力
」　
を　
養　
っ　
て　
い　
ま　

す
。　本

校　
で　
は　
、　
三
年
生　
が　
「
桃
子
野

改
造
計
画
」、　
四
年
生　
が　
「
玉
野
調

査
隊
」、　
五
年
生　
が　
「
桃
子
野
朝
市
」、　

六
年
生　
が　
「
富
合
地
区　
の　
歴
史
」　
に　

つ　
い　
て　
学
習　
し　
て　
い　
ま　
す
。　
こ　
れ　
ら　
か　

ら　
も　
わ　
か　
る　
よ　
う　
に　
、　
地
域　
の　
も　

の
・
人
・
こ　
と　
か　
ら　
学　
ぶ　
の　
で　
、　
学

校　
へ　
地
域　
の　
方
を　
先
生　
と　
し　
て　
招　
い　

た　
り
、　
地
域　
へ　
出　
か　
け　
て　
行　
っ　
て　
調　
べ　

た　
り
、　
イ　
ン　
タ　
ビ　
ュ　
ー　
し　
た　
り　
し　
て　
、　

ま　
と　
め　
て　
い　
き　
ま　

す
。　
そ
う
し　
た　
体

験　
を　
も　
と　
に　
し　
て　
、　

自
分　
の　
今　
ま　
で　
の　
生

き　
方　
や　
考
え　
方　
を　

見
直　
し　
、　
よ　
り　
よ　

く
生
き　
て　
い　
こ　
う
と　

す　
る　
姿
勢　
を　
養　
っ　
て　

い　
き　
ま　
す
。　

こ　
の　
学
習　
は　
、　

実
際　
に　
自
分　
で　
調　

べ　
た　
り
考
え　
た　
り　

す　
る　
の　
で　
、　
今　
ま　
で　

の　
学
習　
の　
よ　
う　
に　

は　
っ　
き　
り　
し　
た　
答
え　
が　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

体
験　
を　
積　
み　
重　
ね　
る　
こ　
と　
に　
よ　
っ　
て　
、　

成
長　
を　
促　
し　
て　
い　
き　
ま　
す
。　
し　
た　
が　

っ　
て　
、　
テ　
ス　
ト　
な　
ど　
の　
評
価　
は　
あ　
り　
ま　

せ　
ん　
が　
、　
社
会　
に　
出　
た　
と　
き　
役　
に　
立　

つ　
人
間　
を　
育
成　
し　
て　
い　
く
学
習　
で　
す
。　

現
在
、　
本
校　
の　
子　
ど　
も　
た　
ち　
は　
、　

泥　
や　
汗　
に　
ま　
み　
れ　
な　
が　
ら　
、　
自
分　
の　

目
標　
に　
向　
か　
っ　
て　
力
強　
く
一
歩　
を　
踏　

み　
出　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

目
が
輝
く
学
校
を

加加

西西

市市

立立

富富

合合

小小

学学

校校
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遺
さ
れ
た
石
造
物
は
指
定
文
化

財
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
く
、

五
百
羅
漢
石
仏
は
観
光
の
名
所
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

次
回
か
ら
は
こ
れ
ら
の
石
造
物

を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

長・石切場

高室・石切場



膵癌の初発症状

11
２００２年７月号（No.４５６）

膵
臓　
は　
厚　
さ　
約　
２　
cm
で　
胃　
の　
後　
ろ　
に　
あ　
り
、　

こ　
こ　
に　
発
生　
し　
た　
癌　
を　
広
義　
に　
膵
癌　
と　
呼　
ん　

で　
い　
ま　
す
。　
近
年
、　
日
本　
に　
お　
い　
て　
も　
膵
癌　
が　

年
々
増
加　
し　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
予
後　
は　
消
化
器

癌　
の　
中　
で　
も　
最
も　
悲
惨　
な　
状
況　
で　
あ　
り　
ま　
す
。　

こ　
の　
原
因　
の　
一　
つ　
に　
は　
、　
症
状　
が　
出　
に　
く　
く
、　

症
状　
が　
出　
て　
癌　
が　
発
見　
さ　
れ　
た　
時　
に　
は　
す　
で　
に　

転
移　
が　
あ　
り
、　
切
除
不
能　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
場
合　

が　
多　
い　
た　
め　
で　
も　
あ　
る　
と　
考
え　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　

そ　
こ　
で　
、　
で　
き　
る　
だ　
け
早　
い　
時
期　
に　
大
き　
く
切

除　
す　
る　
こ　
と　
が　
治
療　
の　
効
果　
を　
高　
め　
る　
こ　
と　
に　

な　
る　
と　
考
え　
ら　
れ　
ま　
す
。　
で　
は　
、　
ど　
の　
よ　
う
な　

症
状　
が　
出　
る　
の　
で　
し　
ょ　
う
か　
。　

１　
９　
９　
８　
年　
の　
膵
癌
全
国
登
録
調
査
報
告　

に　
よ　
り　
ま　
す　
と　
、　
下
表　
の　
よ　
う　
に　
な　
り
、　
消

化
器
症
状
全
般　
が　
、　
膵
癌　
の　
症
状　
で　
あ　
る　
と　

月 の

わ

が

家

の

健

康

メ

ニ

ュ

ー

今

今月からは、「たばこについて考えよ

う」をテーマに３回に渡りお届けします。

１回目は、「たばこと健康障害」。た

ばこが悪影響を及ぼす病気の第１は肺

がんですが、それ以外のがんについて

も喫煙により死亡の危険性が増大する

ことが調査で報告されています。さらに、

心疾患、循環器疾患、消化器疾患、

歯周疾患などがん以外の病気にもなり

やすく「百害あって一利なし」と言われ

ます。なぜ害ばかり…かというと、たば

この煙には約2 0 0種類の有害物質があ

り、約4 0種類の発がん物質も含まれて

いるからです。たばこの煙は吸収され

て血液中に入り、各臓器を通過するた

め、様々な病気に悪影響を及ぼします。

以上のようなたばこの害については皆さ

んご存知だと思います。「知っているけ

ど変えられない」は落とし穴。皆さん、

自分の事として認識できていますか？

※来月は「たばこと妊産婦」について

です。お楽しみに!

がんによる死亡の相対危険度

たばこと健康障害

い　
え　
ま　
す
。　
こ　
れ　
ら　
は　
、　
手
術
不
能
例
も　
半

数
以
上
含　
ん　
で　
お　
り
、　
実
際　
に　
患
者　
さ　
ん　
か　

ら　
話　
を　
聞　
い　
て　
み　
ま　
す　
と　
、　
早　
い　
と　
思　
わ　
れ　
る　

時
期　
に　
は　
ほ　
と　
ん　
ど　
症
状　
が　
な　
い　
か　
、　
わ　
ず　
か　

に　
、　
上
腹
部　
の　
違
和
感　
で　
あ　
っ　
た　
り　
し　
ま　
す
。　

つ　
ま　
り
、　
少　
し　
で　
も　
早　
く
膵
癌　
を　
見　
つ　
け　
よ　
う

と　
思
え　
ば　
、　
健
診　
は　
勿
論　
の　
こ　
と　
、　
上
腹
部　

の　
症
状　
で　
受
診　
し　
、　
胃
腸　
の　
検
査　
で　
明　
ら　
か　

な　
原
因　
が　
な　
い　
場
合　
は　
、
続　
い　
て　
膵
疾
患　
の　
ス　

ク　
リ　
ー　
ニ　
ン　
グ　
検
査　
を　
行
う　
こ　
と　
が　
重
要　
で　
あ　

る　
と　
思　
わ　
れ　
ま　
す
。　
で　
は　
、　
ど　
の　
よ　
う
な　
検
査　

が　
必
要　
で　
し　
ょ　
う
か　
。　

現
時
点　
で　
は　
画
像
診
断　
と　
し　
て　
は　
超
音
波

検
査
、　
Ｃ　
Ｔ　
、　
Ｍ　
Ｒ　
Ｉ　
（　
Ｍ　
Ｒ　
Ｃ　
Ｐ　
）　
が　
あ　
り　

ま　
す
。　
こ　
れ　
ら　
は　
患
者　
さ　
ん　
に　
苦
痛　
を　
与
え　
る　

こ　
と　
な　
く
実
施　
で　
き　
、　
ま　
た　
、　
近
年　
の　
こ　
れ　
ら　

の　
画
像
診
断
装
置　
の　
進
歩　
は　
著　
し　
く
、　
価
値　
の　
あ　

る　
検
査　
で　
あ　
る　
と　
考
え　
て　
い　
ま　
す
。　
当
院　
で　
は　
、　
現

在
、　
改
築　
と　
同
時　
に　
機
器　
の　
更
新　
を　
進　
め　
て　
い　
る　
と　

こ　
ろ　
で　
す　
の　
で　
暫　
く　
は　
御
迷
惑　
を　
お　
か　
け　
し　
ま　
す　

が　
、　
こ　
の　
春　
に　
は　
最
新　
の　
機
器　
が　
揃
う
予
定　
で　
す
。　

何　
ら　
か　
の　
腹
部
症
状　
を　
感　
じ　
ま　
し　
た　
ら　
、　
ぜ　
ひ　
、　
検

査　
を　
受　
け　
て　
下　
さ　
い　
。

（加西市歯科衛生士会）

虫歯予防にキシリトール

キシリトール（虫歯菌の活動を抑え
る力を持った甘味料）は耳慣れた言
葉になりつつあります。しかし、効果
的なキシリトールの摂取については知
らない方も多いのではないでしょうか。
ガムなど商品によっては、摂取の目安
量や時間等の詳しい記載がされてい
ます。よく読んでより効果的にキシリト
ールを虫歯予防に役立てたいですね。
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〈作り方（4人分）〉

①粗いみじん切りにしたしいたけ（２枚、生しいたけ

も可）と小松菜（１株）、塩（小さじ１／２）、スキ

ムミルク（大さじ２）を、おから（１００ｇ）によく混

ぜる。

②エビは皮をむいて腹側から半分に切り、揚げた時

に曲がらないように切り目を入れて処理しておく。

③春巻の皮の上に、エビの腹を上にして置き、その

上に大葉と①を大さじ１杯強のせて包む。

④油で揚げて出来上がり。辛子少々とポン酢又は、

ゴマだれドレッシングで。

〈シェフから一言〉

おから（食物繊維がたっぷり）
とエビ（コレステロールを下げる
タウリンがたっぷり）を上手に使
った一品です。

忍
び
寄
る
膵す

い

癌

市立加西病院

外科部長

河村　　貴

い　
ず　
み　
会
会
員
（
上
宮
木
）

藤
城
ま
り
子
さ
ん

非切除例は姑息手術、単開腹、非手術、剖検例を含む
（膵癌全国登録調査報告、1998. より引用）

切除例 非切除例 計 （％）
な　　し 90 41 131（10.1）
腹　　痛 157 336 493（38.0）
体重減少 13 38 51（ 3.9）
嘔　　吐 9 14 23（ 1.8）
食思不振 32 61 93（ 7.2）
黄　　疸 108 108 216（16.7）
全身倦怠 22 33 55（ 4.2）
腫　　瘤 4 9 13（ 1.0）
腰背部痛 29 66 95（ 7.3）
そ の 他 36 53 89（ 6.9）
不　　明 11 26 37（ 2.9）

計 511 785 1296
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２００３年２月号（No.４６３）

市
で
は
、
４
月
以
降
採
用
の
臨

時
職
員
（
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
）

の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

雇
用
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
登

録
者
の
中
か
ら
選
考
決
定
し
ま
す
。

職
　
種

一
般
事
務
、
保
育
士
、

幼
稚
園
教
諭
、
栄
養
士
、
調
理
師
、

作
業
員
、
看
護
士
等

年
　
齢

60
歳
未
満

登
録
受
付

随
時

登
録
有
効
期
間

平
成
16
年
３
月
31
日

（水）

提
出
書
類

○
履
歴
書
　
○
免
許

証
ま
た
は
資
格
証
の
写
し
（
一
般

事
務
、
作
業
員
を
除
く
）

申
込
・
問
合
先

企
画
総
務
部
総

務
課
（
電
話
42
―
８
７
０
２
）

市
立
加
西
病
院
の
パ
ー
ト
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

職
　
種

看
護
師
・
准
看
護
師
・

看
護
補
助
員

募
集
人
数

若
干
名

加
西
病
院

パ　
ー　
ト　
職
員
募
集

市
臨
時
職
員
の
登
録
を

応
募
資
格

・
看
護
師
・
准
看
護
師

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の
免

許
を
有
す
る
方
。

・
看
護
補
助
員

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

仕
事
の
内
容

・
看
護
師
・
准
看
護
師

病
棟
、
外
来
で
の
看
護
業
務

・
看
護
補
助
員

病
棟
で
の
看
護
補
助
業
務

賃
　
金

経
験
年
数
、
資
格
に
応

じ
て
決
定
し
ま
す
。
詳
細
は
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先

加
西
病
院
事
務

局
管
理
課
（
電
話
42
―
２
２
０
０
）

平
成
14
・
15
・
16
年
度
建
設
工

事
、
測
量
等
（
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
）、
物
品
の
製
造
・

買
入
れ
等
（
物
品
の
製
造
、
買
入

れ
、
売
払
い
、
役
務
の
提
供
等
）

に
か
か
る
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
の
補
充
受
付
を
次
の
要
領
に
よ

り
行
い
ま
す
。

受
付
期
間

３
月
３
日

（月）
〜
３
月

12
日

（水）
ま
で
（
但
し
、
土
・
日
曜

日
を
除
く
。）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４

入
札
参
加
資

格
補
充
受
付

時
（
但
し
、
正
午
〜
午
後
１
時
ま

で
を
除
く
）

受
付
場
所

市
役
所
２
階
管
財
課

申
請
様
式

①
建
設
工
事
・
測
量
等

国
土
交
通
省
統
一
様
式
等

②
物
品
の
製
造
・
買
入
れ
等

市
指
定
用
紙
（
一
部
五
〇
〇
円
）

用
紙
の
交
付
は
管
財
課
で
行
っ

て
い
ま
す
。

提
出
方
法

郵
送
も
し
く
は
持
参

（
郵
送
に
つ
い
て
は
３
月
12
日

（水）
消

印
分
ま
で
）

問
合
先

財
務
管
理
部
管
財
課

（
電
話
42
―
８
７
０
４
）

小
・
中
・
養
護
学
校
の
体
育
施

設
を
使
用
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
れ
る
方
は
、

平
成
15
年
度
学
校
体
育
施
設
使
用

団
体
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限

３
月
14
日

（金）

利
用
の
許
可

加
西
市
に
在
住
、

在
勤
、
在
学
さ
れ
る
方
が
10
名
以

上
で
団
体
を
構
成
し
、
監
督
者
と

し
て
成
人
が
含
ま
れ
る
団
体
。

提
出
先
・
問
合
先

利
用
予
定
の

学
校
ま
た
は
体
育
保
健
課
（
電
話

42
―
８
７
７
３
）

学
校
の
体
育
施
設

使
用
は
登
録
を
!

ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
通
じ
て
、
お

互
い
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
身
体

障
害
者
の
社
会
参
加
意
欲
の
高
揚

と
体
力
の
増
進
を
図
り
ま
す
。

日
　
時

５
月
18
日

（日）

10
時
00
分
〜
15
時
30
分

場
　
所

姫
路
市
陸
上
競
技
場
他

対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
た
方
（
内
部
障
害
は
対

象
外
）

申
込
期
限

３
月
３
日

（月）

申
込
・
問
合
先

社
会
福
祉
課
地

域
福
祉
係
（
電
話
42
―

８
７
２
５

（
直
）
フ　
ァ　
ッ　
ク　
ス
43
―
１
８
０
１
）

日
　
時

３
月
９
日

（日）

10
時
〜
16
時

※
雨
天
時
は
３
月
16
日

（日）

場
　
所

青
野
運
動
公
苑
、
ア
オ

ノ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

費
　
用

２，　
０
０
０
円　
（
昼
食　
つ　
き　
）

※
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
指
導

申
込
・
問
合
先

加
西
市
テ
ニ
ス

協
会
（
ア
オ
ノ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
内
）

（
電
話
45
―
１
８
４
５
）

加
西
市　
テ　
ニ　
ス　
教
室　
の　

お　
知　
ら　
せ

県
身
体
障
害
者

ス　
ポ　
ー　
ツ　
大
会

12下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。
問合先 上下水道部（電話42-8760・8761）

最近、作業服を着た営業員が「市の水道

課から来た」と言って訪問し、『水道管の洗

浄』を勧誘し、代金をその場で請求すると

いった苦情が寄せられています。

「留守だったのでお宅だけが洗浄できて

いない」と巧みに契約を迫ったり、「茶色の

水が出たので体に悪い」と言い、不安にさ

せ、契約を迫る場合もあるようです。

家庭内の水は基本的には安全ですし、市

の上下水道部から水道管の洗浄を進める訪

問をすることはありません。

不審だと思われたら、上下水道部か消費

生活相談窓口へご相談ください。

■上下水道部　電話42-8796

■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時

～午後4時、市役所2階電話42-8739）

消費生活相談Q&A 不審な訪問に注意!

ハナサク

Ｑ

Ａ

再生修理会
日　時 ３月３日（月）

場　所 ＪＡ兵庫みらい九会支店

（受付：午前９時～11時）

場　所 ＪＡ兵庫みらい旧富合支店

（受付：午後１時～３時）
対　象 包丁、ハサミ、靴、洋傘等

問合先 くらしと生活を守る会

事務局（電話42-８７３１）



交通の妨げになる道路にはみ出した草木を、所有者は刈り取りましょう。

※変更になることがありますので、お確かめください。

わたしの夢
日吉小学校６年

頃　安　美　那さん

13
２００３年２月号（No.４６３）

このコーナーに掲載を希望さ
れる方は、写真とメッセージを〒
6 7 5 - 2 3 9 5 加西市役所秘書広
報課まで（電話42-8701）

〈ママの一言〉

家中、あちこち。おてんば

娘です。

パパ・浩二さん

ママ・ 恵 さん

岡部未
み

空
く

ちゃん（山下）

8カ月

乳乳 幼幼 児児 健健 診診

■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成14年12月生れの乳児 ２月25日（火） 午後１時～２時

《平成15年１月生れの乳児 ３月25日（火）》

■4カ月児健診…毎月第1水曜日

平成14年10月生れの乳児 ３月５日（水） 午後１時～２時

《平成14年11月生れの乳児 ４月２日（水）》

■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日

平成13年９月生れの幼児 ３月11日（火） 午後１時～２時

《平成13年10月生れの幼児 ４月８日（火）》

■3歳児健康診査…毎月第3火曜日

平成11年12月生れの幼児 ２月18日（火） 午後１時～２時

《平成12年１月生れの幼児 ３月18日（火）》

■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日

希望者 ３月12日（水） 午後１時～２時

《４月９日（水）》

■離乳食講習会…毎月第2水曜日

初期：３～６カ月児の保護者 ４月９日（水） 午後１時～１時30分

後期：７～８カ月児の保護者 ３月12日（水） 午後１時～１時30分

（エプロンをご持参ください）

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第2木曜日

３月13日（木） 午前９時～９時30分

《４月10日（木）》 講習は２時間程度

※印かん・筆記用具を持参ください。

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日にお越し下さい。

★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。

★問合先 健康長寿課（電話42-８７２３）

休休 日日 のの おお 医医 者者 ささ んん

2月 16日（日） 米田病院 （尾崎町・電話48-３５９１）

23日（日） 天沼医院 （北条町・電話42-３６３６）

3月 2日（日） 佐竹医院 （北条町・電話42-４０５７）

9日（日） 米田病院 （尾崎町・電話48-３５９１）

16日（日） あさじ医院 （若井町・電話44-０２２５）

21日（金） 横田内科医院 （北条町・電話42-５７１５）

23日（日） 坂部整形外科 （北条町・電話43-１４４４）

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）

３月４日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）

３月４日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）

毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）

３月６日（木）健康福祉会館

３月13日（木）農村環境改善センター

３月20日（木）北部公民館

■法律相談

３月27日（木）健康福祉会館　受付は午前９時00分～11時00分

■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談室

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）

毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境対策室

■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相 談談

新図書館案内（3）新図書館案内（3）新図書館案内（3）新図書館案内（3）新図書館案内（3）新図書館案内（3）新図書館案内（3）新図書館案内（3）新図書館案内（3）新図書館案内（3）新図書館案内（3）新図書館案内（3）新図書館案内（3）新図書館案内（3）新図書館案内（3）新図書館案内（3）新図書館案内（3）新図書館案内（3）新図書館案内（3）新図書館案内（3）新図書館案内（3）
今回は、４階の図書閲覧ゾーン

の紹介です。
（1）広さ 約1,500平方メートル
（2）蔵書能力 開架1 0万冊、閉架

10万冊の計20万冊が収蔵できます。
（３階のキッズコーナー含む）

（3）施設
・グループ読書室 1 0人程度の部
屋と６人程度の部屋の２部屋があり、
読書グループ等の団体に貸し出しま
す。
・閲覧席又は読書ソファーは合計で
200席以上あり、ゆっくりと読書できます。

・屋外テラスが２ヶ所あり、太陽の光
と自然の風にあたりながら読書できま
す。
・展望読書コーナーにて、お茶を飲
みながら読書が楽しめます。

（4）図書資料 オープン時には開架
資料約７万５千冊でスタートしますが、
２～３年の内に10万冊を揃えます。

また、加西市の特色を生かして花
と緑に関する本また環境関係の本、
さらに国際交流関係の本を揃えるとと
もに、ヤングアダルトの資料もたくさん
準備しています。

市市立立図図書書館館だだよよりり

時間はいずれも

午後１時30分～午後４時｝

新図書館の貸出カード事前登録の申込みをされている方で
２月2 5日（火）までにカードが届かない場合は図書館（電話4 2 -
３７２２）までお問合せてください。

新図書館カードを送付
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播
磨
地
域
の
「
広
域
都
市
計
画

方
針
（
案
）」
に
つ
い
て
、
３
月
５

日
（水）

か
ら
４
月
４
日

（金）
ま
で
意
見

募
集　
（　
パ　
ブ　
リ　
ッ　
ク　
コ　
メ　
ン　
ト　
）　
を　
実

施　
し　
ま　
す
。　
詳
細　
は　
県
都
市
計
画
課　

ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　
（

）
ま
た
は
市
役
所
都
市
計
画
課

窓
口
（
電
話
42
―
８
７
５
３
）、
県

都
市
計
画
課
（
電
話
０
７
８
―
３
４

１
―
７
７
１
１
内
線
４
６
５
８
）
で　

配
付　
す　
る　
資
料　
を　
ご　
覧　
く　
だ　
さ　
い　
。

播
磨
地
域
の
方
々
を
対
象
に
都

市
計
画
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会

と
し
て
、
県
が
都
市
計
画
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

２
月
26
日

（水）
14
時
〜

場
　
所

姫
路
文
学
館
３
階

定
　
員

１
０
０
名

内
　
容

広
域
都
市
計
画
方
針

（案）

の
概
要
説
明
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

兵
庫
県
都
市
計
画

フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　
の　
お　
知　
ら　
せ

「
広
域
都
市
計
画
方
針　

（
案
）」　
の　
パ　
ブ　
リ　
ッ　
ク　

コ　
メ　
ン　
ト　
募
集

０
円
（
全
員
が
中
学
生
以
下
の
チ

ー
ム
は
１，　
５
０
０
円
）、
５
km
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
　
１
人
１，　
５
０
０
円

申
込
締
切

２
月
21
日

（金）

申
込
・
問
合
先

加
西
市
体
育
協

会
事
務
局
（
電
話
42
―
８
７
７
３
）

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
に

よ
る
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
と
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
の
教
室
で
す
。
親
子
の
絆
を

強
め
、
愛
情
と
信
頼
関
係
を
育
て

た
り
、
遊
び
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
広
げ
る
こ
と
に
も
役
立
ち
ま
す
。

日
　
程

３
月
６
日

（木）
・
20
日

（木）

※
２
回
と
も
参
加
で
き
る
方

・
Ａ
コ
ー
ス
　
13
時
〜
14
時

・
Ｂ
コ
ー
ス
　
14
時
30
分
〜

15
時
30
分

場
　
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

対
　
象

生
後
３
か
月
〜
歩
き
始

め
る
ま
で
の
子
ど
も
と
親

定
　
員

60
組
（
先
着
順
）

講
　
師

日
本
３
Ｂ
体
操
協
会

前
田
恵
津
子
氏

持　
っ　
て　
く　
る　
も　
の

バ
ス
タ
オ
ル
、

赤
ち
ゃ
ん
の
飲
み
物
（
お
茶
）、
親

は
運
動
の
で
き
る
服
装

問
合
・
申
込
先

健
康
長
寿
課

（
電
話
42
―
８
７
２
３
）

赤　
ち　
ゃ　
ん　
体
操
教
室　
の　

お　
知　
ら　
せ

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
（
電

話
43
―
０
３
６
１
）
で
は
、
次
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
の
受
講
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

○
点
字
講
習
会

日
　
時

３
月
24
日

（月）
、
25
日

（火）
、

27
日

（木）
、
28
日

（金）
、
29
日

（土）
の
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象
者

中
学
生
以
上

定
　
員

10
名

参
加
費

３
０
０
円

申
込
締
切

３
月
18
日

（火）

○
運
転　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
講
習
会

日
　
時

３
月
15
日

（土）
午
前
10
時

対
象
者

５
年
以
上
運
転
経
験
の

あ
る
65
歳
ま
で
の
方
で
、
受
講
後

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き

る
方
（
適
時
）

申
込
締
切

３
月
１
日

（土）

○
朗
読
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
講
習
会

日
　
時

４
月
21
日
・
28
日
、
５

月
12
日
・
19
日
・
26
日
、
６
月
２

日
・
９
日
・
16
日
（
全
て
月
曜
日
）

参
加
費

１
０
０
０
円

定
　
員

10
名

対
象
者

毎
週
木
曜
日
に
朗
読　
ボ　

ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
と　
し　
て　
活
動
で
き
る
方

申
込
締
切

２
月
28
日

（金）

ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
講
習
会

ッ
シ
ョ
ン
な
ど

参
加
方
法

参
加
申
込
書
（
市
役

所
都
市
計
画
課
に
も
あ
り
ま
す
）

に
ご
記
入
の
上
、
県
都
市
計
画
課

ま
で
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

問
合
先

兵
庫
県
ま
ち
づ
く
り
局

都
市
計
画
課
　
〒
６
５
０
―
８
５
６

７
（
電
話
０
７
８
―
３
６
２
―
７
７

１
１
（
内
線
４
６
５
８
・
４
６
５

９
）
フ　
ァ　
ッ　
ク　
ス
０
７
８
―
３
６
２
―

４
４
５
３
）
電
子
メ
ー
ル

日
　
時

３
月
９
日

（日）
午
前
８
時

30
分
か
ら
受
付
　
※
雨
天
16
日

（日）

場
　
所

善
防
中
学
校
周
辺　
コ　
ー　
ス

参
加
資
格

家
族
（
３
親
等
）
単

位
で
ど
な
た
で
も
（
３
名
１
チ
ー

ム
、
グ
ル
ー
プ
も
可
）

区
　
間

ロ
ン
グ
コ
ー
ス
６．　
１
km

（
３．　
１
、
１．　
５
、
１．　
５
）、
シ
ョ

ー
ト
コ
ー
ス
４．　
０
km
（
１．　
６
、

１．　
２
、
１．　
２
）、
５
km
ロ
ー
ド
レ

ー
ス

参
加
費

駅
伝
１
チ
ー
ム
３，　
０
０

―
出
場　
チ　
ー　
ム　
募
集
―

ト　
リ　
ム　
フ　
ァ　
ミ　
リ　
ー

全
国
駅
伝
競
走
大
会

２００３年２月号（No.４６３）

貸貸しし渋渋りり・・貸貸ししははががししホホッットトラライインンをを開開設設
― 金融庁からのお知らせ―

現在の厳しい経済情勢の下、中小企業等への金融の円滑
化を図るため、中小企業等借り手の声を幅広く伺えるよう

「貸し渋り・貸しはがしホットライン」を開設しました。
貸し渋り・貸しはがしに関する情報を電子メール・ファッ

クスで受け付けます。
★電子メール joho@fsa.go.jp ファックス03-3506-6699
※受け付けた情報に関する照会や相談に応じるものではありません。

ママススココッットトのの愛愛称称をを募募集集
第61回国民体育大会「の

じぎく兵庫国体」のマスコット

の愛称を募集します。

応募締切 2月28日（金）

賞 最優秀賞（1点）賞金5万円ほか

問合先 第61回国民体育大会兵庫県準備委員会

（電話078-341-7711）HP http://web.pref.hyogo.jp/kokutai/



市内で造った製品を市内で買いましょう。15

お く や み

譽田　緑里 27 和　一 池　上
松本　丞司 69 年　樹 鶉野南
鈴木　秋治 92 文　雄 山　田
前田　幸夫 82 弘 王　子
植川　俊幸 49 ま　さ 江ノ木
平林多根久 74 茂　生 市　村
竹内シゲ子 89 昭 東野田
中村　　巡 51 澄　江 鶉野中
横田　耕策 89 忠　男 西横田
高田ひさ子 93 喜　明 別府中
飯尾佐千江 64 久　男 鶉野南
加門　　繁 83 正　美 桑原田
甲　　定一 82 正　秋 田　原
高見まさゑ 92 茂 河　内
山岡　時代 72 廣 畑
柴崎　乕一 89 正　昭 三　口
岸本　廣幸 46 進 琵琶甲
藤本　繁雄 79 隆　文 乙和泉
福永　一郎 67 幸　一 御　旅
堀尾八重子 86 岩　男 吸　谷
竹内まつゑ 82 勝　之 黒　駒
三宅　政次 90 茂　数 中　野
石野　清次 91 正　弘 尾　崎
高見　　勇 74 州　利 国　正
岡　かつゑ 88 稔 西上野
山下　正木 83 博　司 三　口
吉田アキコ 83 正　直 北
常峰ふじゑ 82 まち子 小印南
大豊　勝一 73 勝　美 上万願寺
梶浦　亮三 72 義　文 山下中
小谷いとゑ 92 壽　司 坂　本
道家　伍市 73 辰　明 栄　町
後藤　正弘 64 きよみ 吸　谷
東一つや子 80 勝 西笠原
奥畑はるゑ 91 和　美 山　田
柴田　俊明 68 勝 下若井
山田　澄子 72 雅　俊 山　枝
上田　和章 73 ふみ子 下宮木
松岡　近夫 79 久　男 笠　屋
高見ふしこ 86 敏　一 佐　谷
河原　重治 78 重　明 畑
工藤　歳夫 96 槌　昭 西　南
内藤きくの 81 一　義 野　上
橋爪　石雄 74 安　子 田　原
大西ひさこ 83 英　夫 市　村
山本まさ子 91 寛　治 谷　口
河瀬　明美 66 秀　明 上道山
佐伯ちよ　 94 幹　夫 西笠原
待元　吉博 60 裕　一 野　条
大西　教子 58 悦　治 栗　田

12
時
・
午
後
１
時
〜
４
時
　
直
接

来
室
の
う
え
登
録

費
　
用

無
料

※
他
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
機

関
（
子
育　
て　
学
習　
セ　
ン　
タ　
ー　
）　
に　
参

加
予
定　
の　
方　
は　
ご　
遠
慮　
く　
だ　
さ　
い　
。

養
育
相
談

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
お
子
さ

ん
の
養
育
相
談
を
面
談
・
電
話
に

て
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。（
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
）

介
護　
が　
必
要　
に　
な　
っ　
て　
も　
、　
出
来　

る　
限　
り
自
分　
ら　
し　
い　
生
活　
が　
で　
き　
る　

よ　
う　
「
安
心　
し　
て　
暮　
ら　
せ　
る　
地
域　
づ　

く　
り
」　
を　
考
え　
ま　
せ　
ん　
か　
？

日
　
時

３
月
９
日

（日）
10
時
〜
16

時場
　
所

健
康
福
祉
会
館

み　
ん　
な　
で　
つ　
く　
る　

市
民
介
護　
フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム

死亡者 年齢 喪主 町名

加西市への寄付

○ショージ・アドブレーン代表　小路　望

（教育振興資金として） 15万円

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

一般預託

○中央公民館登録グループ 2万4303円

○�トライテック従業員一同 1万円

○加西コープ委員会 1万7,785円

指定預託

☆加西ボランティア協会へ

○美心 2万円

○匿名 1万円

○匿名 1万円

○�本陣 1万800円

善意の花束

２００３年２月号（No.４６３）

（受付順　敬称略）

子
育
て
に
関
す
る
ち
ょ
っ
と
し

た
不
安
か
ら
深
刻
な
悩
み
ま
で
、

親
子
で
遊
び
な
が
ら
相
談
で
き
る

「
ひ
よ
っ
こ
タ
イ
ム
」
を
利
用
し
ま

せ
ん
か
？

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
２
階

児
童
療
育
室（
電
話
42
―
６
７
０
４
）

対
　
象

市
内
在
住
の
１
歳
以
上
、

保
育
所
入
所
前
幼
児
と
そ
の
保
護

者定
　
員

親
子
１
２
０
組
（
先
着

順
）

利
用
方
法

月
・
水
・
金
曜
日
の

う
ち
１
日
、
週
１
回
利
用
。
４
月

21
日

（水）
よ
り
実
施
予
定
。

申
込
期
間

・
方
法

４
月
７
日

（月）
〜
11
日

（金）
の
午
前
９
時
30
分
〜

親
子　
で　
遊　
ん　
で　
育
児
不
安
解
消

子
育　
て　
支
援　
「　
ひ　
よ　
っ　
こ　
タ　
イ　
ム　
」

参
加
者
募
集

・
家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の

つ
ど
い
（
介
護
者
同
士
の
親
睦
と

介
護
疲
れ
の
癒
し
に
）

・
パ　
ネ　
ル　
デ　
ィ　
ス　
カ　
ッ　
シ　
ョ　
ン　
「
介
護　
が　

必
要　
に　
な　
っ　
て　
も　
、　
す　
み　
な　
れ　
た　
地
域　

で　
い　
き　
い　
き　
暮　
ら　
せ　
る　
条
件　
と　
は　
」　

問
合
先

社
会
福
祉
協
議
会

（
電
話
42
―
６
７
０
０
）

①
冷
え
性
・
便
秘
・
不
眠
編

こ　
れ　
ら　
諸
症
状　
へ　
の　
食
事　
と　
養
生

日
　
時

３
月
６
日

（木）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

②
ア
レ
ル
ギ
ー
編

ア
ト
ピ
ー
・
花
粉
症
・
小
児
喘

息
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

日
　
時

３
月
13
日

（木）
午
後
７
時

〜
８
時
30
分

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

中
国
式
の
食
養
講
座

※市外で死亡届を提出された方で「お悔や
み」に掲載を希望される方は秘書広報課

（��8701）までご連絡ください。

（１月31日受付分まで・敬称略）

定
　
員

各
35
名
（
申
込
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費

無
料

申
込
方
法

２
月
26
日

（水）
必
着
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
年
齢
・
講
座
の
名
称

（
①
か
②
か
）
を
記
入
し
て
、
〒
６

７
５
―
２
３
０
３
　
北
条
町
古
坂
１

０
７
２
―
14

加
西
市
健
康
福
祉
会

館
（
電
話
42
―
６
７
０
０
）
へ
。

３
月
８
日

（土）
、
住
民
票
・
印
鑑

登
録
証
明
書
自
動
交
付
機
は
ホ
ス

ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先

情
報
推
進
室

（
電
話
42
―
８
７
０
３
）

自
動
交
付
機
の

休
止
の
お
知
ら
せ

供養預託、バザーの売上金の一

部、誕生日や結婚記念日の預託を

はじめ皆様の善意を多少にかかわ

らずお寄せください。

明るい社会づくりに役立てま

す。

加西市善意銀行（電話42-8888）

－あなたの善意で明るい社会を－



16■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

H15.2.1現在（前月比）
人　口／ 51,708（－44） 世帯数／ 16,214（－ 1）

男　／ 25,058（－28） 女　／ 26,650（－16）

KASAIデータバンク

ホームページ http://www.city.kasai.hyogo. jp

２００３年２月号（No.４６３）

�

悩める親と指導者の元気が出るセミナー
― 頑張ろう　次代のために　頑張ろう　加西のために ―

★講　師 原 田 隆 史 先 生
原田先生は、創部3年目の公立中学校陸上部を日本一に導き、

優勝や連覇を現在も達成中。教科、部活、生活の指導で数々の

成果を発揮されています。

○「心の共育」 ～教育から共育へ～ ＜心の気づき導入編＞

★日　時 3月8日（土） 午後2時～

★場　所 市民会館文化ホール

○「メンタルテクニックで日本一」

～子どもたちの自主性と可能性を
引き出す指導とは～ ＜実戦編＞

★日　時 4月12日（土） 午後6時～

★場　所 健康福祉会館　ホール

★受講料 無　料

★問合先 （社）加西青年会議所

（電話42-2723）

★日　時 2月28日（金）午後1時30分～

★場　所 健康福祉会館　2階　研修室

★対象者 立候補予定者1名につき3名以

内（要印鑑）

★問合先 選挙管理委員会（電話42-8781）

加西市議会議員選挙立候補予定者説明会

●4月13日（日）は
兵庫県議会議員選挙の
投票日です。

●4月27日（日）は
加西市議会議員選挙の
投票日です。

“暮らしにつながる大切な選挙”です
必ず投票しましょう!

地上テレビ放送のデジタル化に先立ち、加西市域にテレビ電波

を送信している「加西万願寺中継局」及び「福崎中継局」のチャ

ンネルの一部が変更になります。このためテレビやビデオのチャ

ンネル設定の変更やアンテナ調整などの工事が必要になります。

「加西万願寺中継局」から受信され工事が必要な世帯には既

に申請書が送付されています。申請された全てのご家庭を、3月

1日（土）～1 0日（月）の日程（予定）で、「テレビ受信対策員」の

腕章をつけた対策員が訪問し変更工事を行います。

「福崎中継局」から受信され工事が必要なご家庭には、間も

なくご案内の文書が送付されます。変更工事は4月の予定です。

「神戸中継局」から受信され工事が必要なご家庭の変更工事

は4月の予定です。

なお、事業所などを除き一般のご家庭の工事費は国から支払

われますので、対策員が工事費を請求することはありません。対

策工事へのご協力をお願いします。

問合先 兵庫地域受信対策センター（フリーダイヤル0120－54ー0700）

市は、「健康都市かさい」の実現に向け、治療よ

り予防に重点を置いて市民の健康づくり事業に取り

組んでいます。

特に喫煙が身体に及ぼす影響（1 1頁参照）を危

惧しています。このたび本年5月1日から他人のた

ばこの煙を吸い込む「受動喫煙」の被害を防ぐこと

を盛り込んだ「健康増進法」が施行されるのを機に、

市庁舎・市公共施設全館禁煙

を実施します。皆様のご協力

をお願いします。

★開始日　平成15年4月1日（火）～

★場　所 市庁舎（議会棟含む）、市民会館、健康

福祉会館、加西病院、学校など全ての市

公共施設

市庁舎・市公共施設全館禁煙を実施
全国にさきがけ4月1日から

この対策工事の対策員を語り、工事代金を請求す

る事件が発生しています。（工事代金は無料です。）

ご注意ください。

ニセ対策員にご注意を!

地上デジタル放送は、今年1 2月に三大都市圏か

ら開始され、2 0 0 6年末までに全国で放送されます。

（2 0 1 1年に現在のアナログ放送は終了。）デジタル

化することにより、高画質・高音質の放送や、双方

向型の番組、地域情報の提供等、「見る」から「使

う」テレビへと可能性が広がります。

詳しくは総務省ホームページ

http://www.soumu.go.jp/joho_tsusin/
whatsnew/digital-broad/

地上テレビ放送のデジタル化って？
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